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【事業の概要】

路 線 名 ：神野町八戸溝線
道路延長 ：Ｌ＝１，０２３ｍ Ｗ＝ １８．０ｍ
全体事業費 ：４８．２億円
事業期間 ： Ｈ７～Ｈ２２年 （Ｈ１６年に再評価）

【事業の目的】

・現道は、幅員が狭く朝夕の通勤通学時には交通渋滞が生じ
ており、歩道がないことから歩行者、自転車が危険な状況と
なっている。
・整備により円滑な交通の確保と歩行者・自転車の安全確保を
図る。
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未整備区間の状況写真

（平成２１年 ９月撮影）
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継続の必要性

• 現在も歩道部未整備区間が残ってい
るため、当初の事業目的である歩行者・
自転車の安全確保が達成できていない。

このため、事業を継続し早期完成を図りたい


